
高台へ避難しましょう
強い揺れや長い時間の揺れを
感じたら、津波警報の有無にか
かわらず、揺れが収まったら声
を掛け合って高台へ避難しま
しょう。

海岸や河川から離れましょう
津波は川をさかのぼるため、川
沿いの道や橋を渡って避難する
ことは危険です。警報や注意報
が解除されるまで海岸や河川に
近づくのは絶対にやめましょう。

各自の状況判断で避難しよう
あらかじめ決めた避難場所や避
難経路で安心せずに、周囲の状
況を見ながら自分で判断して避
難しましょう。

逃げ遅れた場合は近くの
堅固な建物の高い所へ

高い場所や避難場所まで避
難する時間がない場合は、
近くの堅固な建物（鉄筋コ
ンクリート造）の高層階へ避
難しましょう。

大きな災害であるほど地域の助け合い
が重要です。日頃から地域の方とコミュ
ニケーションを取り合って、災害時には
避難に時間がかかる災害時要配慮者の
手助けをしましょう。

避難に車は使わない

災害時要配慮者

への避難協力
（お年寄りや自力避難が困難な人）

非常持出品チェックリスト

備蓄品チェックリスト

氏名／施設名住所電話番号

緊急時連絡先（家族や親せき・知人、職場・学校など）

乳幼児のいる家庭

家族構成に
合わせた
準備を

避難するときにまず最初に持ち出す物です
・リュックサックなどに入れて保管します
・必要なものを動きやすい量だけ準備しましょう

救急医療品
□ 常備薬（持病をお持ちの方は
　 病院から処方された薬）
□ お薬手帳
□ 簡単な救急セット
　（とげ抜き・つめ切り等）
□ ウェットティッシュ

貴重品
□ 現金（10円玉を多めに）　
□ 通帳・印鑑など
□ 健康保険証（または保険証のコピー）

非常食
□ 水（1人1日あたり3リットル）
□ 食料（インスタント食品・缶詰
　 など最低1食分の携帯食）

復旧までの数日間を自活するために最低限必要な
ものです。
・リュックサックなどに入れて保管します
・必要なものを動きやすい量だけ準備しましょう

食料など
□ 水（1人あたり9リットル程度）
□ 食料（缶詰やレトルト食品）
□ 缶切り・ナイフ
□ 紙コップ・紙皿・割り箸・ラップ・アルミホイル
□ カセットコンロ・ガスボンベ　□ 給水用ポリタンク

衣類
□ ヘルメット
□ マスク
□ メガネ（予備用）
□ コンタクトレンズ
　（保存液を含む）

□ 雨具
□ 厚手の手袋・軍手
□ 下着・靴下
□ タオル
□ 生理用品

衣類など
□ 下着類　□ 防寒用ジャケット　□ 衣類　
□ 毛布または寝袋　□ 使い捨てカイロや解熱シップ

日用品
□ ライター
□ ウェットティッシュ
□ トイレットペーパー
□ 簡易トイレ
□ 工具セット　□ ランタン

防災用品
□ 携帯ラジオ
□ 懐中電灯
　（できれば1人に1つ）
□ 乾電池（予備用）

□ 携帯電話の乾電池式充電器
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□ ロープ

粉ミルク・ほ乳びん・おむつ・
離乳食・スプーン・
おんぶひもなど

妊婦のいる家庭
脱脂綿・ガーゼ・さらし・T字帯・
新生児用品・母子手帳など

要介護者のいる家庭
おむつ・ティッシュ・携帯用トイレ・
補助具の予備・常備薬・障害者手帳
など

原則として車で避難することは
やめましょう。渋滞に巻き込ま
れ、避難が困難になり、被害を
大きくすることもあります。

氷見市役所（代表、夜間・休日）74-8100
氷見市地域防災課74-8021

氷見警察署91-0110
氷見市消防本部74-8300

富山県高岡土木センター
氷見土木事務所74-0949

金沢医科大学
氷見市民病院74-1900

氷見市上下水道課74-8206

防災関係機関 電話番号（0766）

（停電・電気設備に関する問合せ窓口）
北陸電力0120-837119

※定期的に入れ替え、買い足すなど点検しましょう。

氷見市津波ハザードマップ
日 頃 か ら 備 え よう！津 波 か ら 身 を 守 る た め に

避 難 の 心 得

保存版
平成30年3月作成

氷見市役所  企画政策部  地域防災課 〒935-8686　富山県氷見市鞍川１０６０番地
http://www.city.himi.toyama.jp/TEL： 0766-74-8021



　このハザードマップに示す津波浸水想定は、富山県が平成29年2月に公表した津波シミュレー
ション調査結果における「法律に基づく津波浸水想定の対象断層（3断層）」と「参考に調査した
断層（日本海地震・津波調査プロジェクト）（6断層）」による津波を想定したものです。
※津波の浸水想定は、現在の科学的知見をもとに浸水予測を行ったものであり、地震の規模や
位置によっては、想定よりも大きな津波が到達し、津波の水位が大きくなったり、想定されていな
い地域まで浸水域が広がったりする可能性がありますのでご注意ください。

3 災害学習・避難活用情報1
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■法律に基づく断層 ■日本海地震・津波調査プロジェクトによる参考断層

北アメリカプレート

ユーラシア
プレート

太平洋プレート

すべり量（最大）
30m

東北地方 日本海溝

震源過程解析から推定された、
断面上のすべり量分布

約150km

約
45
0k
m

海 溝 型 地 震 の 例
（ 東 日 本 大 震 災 ）

断 層 型 地 震 の 例
（呉羽山断層帯の地震～本県で想定される地震）

すべり量
2.9m

地震による断層のすべり

幅22km

長さ35km

イメージ図 イメージ図

● 浸水深5ｍを超える区域は、沿岸から概ね10m以内で、沿岸のごく一部の地域に限られます。
● 津波水位は、入善町の10.2mが最高（法律に基づく津波浸水想定の富山湾西側断層（F45））
● 最高水位は第１波又は第２波で、その後、急激に減衰します（継続時間が短い）。
● 海面が変動を開始する時間が全般的に早く、最高津波の到達時間が早い地域もあります。

富山県で想定される津波の概要

津波浸水想定に関わる用語解説 津波災害警戒区域とは

基準水位とは

太平洋側との違い

富山県で想定される津波の特徴

〈 日 本 海 側 〉
　富山県で想定される断層型地震に
よる津波は、海溝型地震に比べて、
一般的に地震により隆起する地盤の
高さや広さが小さいことから、その発生
範囲は狭くなり、高さは低く、継続時
間も短くなる傾向にあります。

〈 太 平 洋 側 〉
　太平洋側で発生する海溝型地震
による津波は、一般的に、地震により
隆起する地盤の高さや広さが大きい
ことから、広範囲にわたって発生し、そ
の高さも高く、継続時間も長くなる傾
向があります。
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TB2

JO1
JO2

10 0 10 20 30（km）

TB1,2 富山湾西側の断層
         （TB1、TB2の連動）
TB3　能登半島南東沖の断層
TB4　魚津沖の断層

TB5　糸魚川沖の断層
TB6　糸魚川沖の断層
JO1,2 糸魚川沖の断層
         （JO1、JO2の連動）

F41

F45

KRH

F41 糸魚川沖
F45 富山湾西側
KRH呉羽山断層帯

10 0 10 20 30（km）

氷見市 氷見市

【参考】過去に富山県に来襲した津波

※出典：東北大学災害科学国際研究所等「津波痕跡データベース」（痕跡高）

発 生 年 地 震 の 名 称 地震規模 富 山 県 で の 記 録（ 被 害 報 告 なし）
1833年
1964年
1983年
1993年

山形県沖
新潟
日本海中部
北海道南西沖

氷見2m
伏木60cm、魚津56cm、富山48cm、富山新港44cm
滑川43cm、富山20cm、高岡19cm、新湊17cm
富山新港11cm、伏木港11cm、富山10cm

M7.8
M7.5
M7.7
M7.8

覚えておこう
「津波避難3原則」※

津波から身を守るために、
次の３つのことを
心得ておきましょう。

❸ 率先避難者たれ
　いざ地震が起こったとき、自分が最
初に避難するためには、知識と勇気が
必要です。自分が最初に逃げること
が、周りの多くの人を助けることにもつ
ながります。

※内閣府防災情報のページを参考に作成

❷ 最善を尽くせ
　津波に巻き込まれたら、まず助からな
いと考えましょう。「自然はいかなること
もあり得る」と考え、一刻も早く、できる
限り高く、そして遠くへ逃げることが大
切です。

❶ 想定を信じるな
　今後来る津波が、想定通りの地
震、津波とは限りません。浸水想定
図の無着色（白地）の地域でも絶対
安全とは言えません。

浸水深
基準水位

地盤面

津波

浸水深（m）
津波水位
（m）

地震後の堤防（耐震性が不十分な場合）

地震前の堤防

海岸線

約30m

浸水域（浸水深を着色）
　津波浸水想定を踏まえ、津波が発生した場合に、住民等
の生命・身体に危害が生ずる恐れがある区域で、津波災害
を防止するために警戒避難体制を特に整備すべき区域。
※「津波防災地域づくりに関する法律（津波法）」第53条

に基づく区域です。警戒区域内に土地利用規制はありま
せん。

　「基準水位」は、津波法第53条第2項に基づく水位で、津
波の発生時における避難施設の避難上有効な高さ等の基
準となるものです。
　「基準水位」は、津波浸水想定に定める浸水深に係る水
位に建造物への衝突による津波の水位の上昇を考慮して
必要と認められる値を加えて定める水位であり、地盤面から
の高さ（m単位）で表示しています。

基 準 水 位

　陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面
から水面までの高さ。

浸水深

　海岸線から約30ｍ沖合の地点における津波の海面を東
京湾平均海面（T.P.）から測った高さ。

津波水位

　主要な港の海岸線から沖合約30m地点における最高津
波水位。

最高津波水位

　海岸線から約30ｍ沖合の地点における地震直後から最
高津波水位となるまでの時間。

最高津波到達時間

　地震直後の海面に±20cmの海面（水位）変動が生じる
までの時間。

海面変動影響開始時間

東京湾平均海面（T.P.）【標高0m】

富山県で想定される津波、太平洋側との違い、用語説明、津波避難３原則

（水位が上昇）
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富山県で想定される津波、太平洋側との違い、用語説明、津波避難３原則

（水位が上昇）
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津波は漂流物と一緒に押し寄せるため、浸水深が浅いからと安心せず、いち早く避難しましょう。

想定される被害とるべき行動

ここなら安全と思わず、より高い
場所を目指して避難しましょう！

巨大

高い

表記しない

10m超
（10m<高さ）

10m
(5ｍ<高さ≦10ｍ)

5m
(3ｍ<高さ≦5ｍ)
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(1ｍ<高さ≦3ｍ)
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例：３ｍから５ｍの間の津波が予想されたら「予想される津波の高さは５ｍ」と発表します

●津波は沿岸の地形などの影響により局所的に予想より高くなる場合があります。より高い場所を目指して避難しましょう。
●マグニチュード8を超える巨大地震の場合は、正しい地震の規模をすぐには把握できないため、その海域における最大級の津波を想定して、大津
　波警報や津波警報を発表します。
●地震発生後、予想される津波の高さが20㎝未満で被害の心配が無い場合、または津波注意報の解除後も海面変動が継続する場合には、｢津波予報
　（若干の海面変動）｣を発表します。
●大津波警報は特別警報に位置づけられます。命を守るために情報の収集に努めてください。

巨大地震の
場合の表現

数値での発表
（発表基準）

浸水深の見方
  

津波発生時に予想される水深を色別で表しています。

※1 津波高と被害程度（首藤1992）
※2 人命損失と津波高（河田、平成9年）

約220m

津波を知る 津波警報・注意報の分類と、とるべき行動

災害情報の入手方法

浸水深と危険度

津波発生の仕組み

5分で歩ける距離

津波の特徴

　

　

①地震により海底・海面が
　隆起・沈降

② 海面波動が大きな波と
なって四方八方へ伝わり、
沿岸をおそいます。

　海底の地下の浅い所で大きな地震が起こる
と、断層の運動により海底の地盤が隆起したり
沈降したりします。この海底の変形に伴って海
面が変動し、津波の原因となります。

沖合ではジェット機並み
　津波は沖合ではジェット機速度に匹敵
し、陸上ではオリンピックの短距離選手並
みの速さです。人が走って逃げ切れるもの
ではありません。

2波、3波と繰り返す
　津波は繰り返しおそってきます。
第2波、3波の方が大きくなる可能性が高
いです。

津波の高さは想像以上
　津波の高さは海岸の地形などに大きく
左右されます。

恐るべき津波の破壊力
　津波は海底地盤の上下による海水全
体の動きのため、海底から海面までの全て
の海水が巨大な水のかたまりとなって海岸
に押し寄せ、その破壊力はすさまじいものと
なります。また、引き波も長時間にわたり引
き続けるために、家屋などが一気に海中へ
と引き込まれてしまいます。

引き潮が無くても来る
　地震の起こり方や、震源付近の地形
によっては引き潮が起こらないこともあ
ります。

左のイラストは、国土交通省「水害ハザードマップ作成
の手引き」、消防庁「津波災害予測マニュアル」を参考
に設定。

浸水深／
具体的な被害等

4m以上
沿岸集落被害率、漁船
被害率50％ ※1  

2m以上
沿岸集落に被害が発生、
木造家屋は全面破壊、
漁船にも被害発生 ※1、
死者増加 ※2  

1～2m
木造家屋部分的破壊

【 氷見市 】 避難準備・高齢者等避難開始 避難指示（緊急）避難勧告

緊急速報メール
（エリアメール）

各種
報道機関

（テレビ・ラジオなど）

防災行政
有線放送

防 災 行 政 無 線

氷見市お知らせメール（防災）登 録 制
氷見市お知らせメールの「防災メールマガジン」では大雨、洪水、土砂
災害等の気象警報や避難勧告等の情報を配信しています。
携帯電話やスマートフォンから右記登録用アドレスもしくはQRコードを
読み込み、登録手続きをお願いします。

※迷惑メール設定を行っている場合は、「himi-city@e.bme.jp」
　からの受信を許可する設定をお願いします。

QRコード登録用アドレス

http://www.city.himi.toyama.jp/hp/
shisei/kouhou/website/mail

0180－99－7777
※通話料が掛かります

〈テレホンサービス〉

氷見市緊急・防災情報
http://www.city.himi.toyama.jp/hp/departmentTop/toshikeiei/bousai/kinkyubousai

富山防災WEB
http://www.bousai.pref.toyama.jp/

パレット富山（国土交通省富山河川国道事務所のホームページ）
http://www.hrr.mlit.go.jp/toyama/

津波の危険が高まった際には、市内133箇所に設置したスピー
カーを通して緊急情報を一斉に伝達します。放送内容が聞き取れ
なかった場合はテレホンサービス、市のホームページ及び氷見市
お知らせメール（登録者のみ）、能越ケーブルテレビの092チャン
ネルでも確認することができます。

インターネット

予想される津波の高さ

　気象庁では津波による災害の発生が予想される場合に、地震発生後、約３分で大津波警報、津波警報または津波
注意報を発表します。その後、「予想される津波の高さ」、「津波の到達予想時刻」等の情報を発表します。

木造家屋が全壊・流失し、人は津波に
よる流れに巻き込まれる。

標高の低いところでは津波が襲い、浸
水被害が発生する。人は津波による
流れに巻き込まれる。

海の中では、人は速い流れに巻き込ま
れる。小型船が転覆する。

沿岸部や川沿いにいる人はただちに
高台や避難ビルなど安全な場所へ避
難してください。

海の中にいる人は、ただちに海から上
がり、 海岸から離れて下さい。
津波注意報が解除されるまで海に入った
り海岸に近付いたりしないでください。

津波は繰り返しおそってくるので津波
警報が解除されるまで安全な場所から
離れないでください。

※東日本大震災の実績
　平均歩行速度2.65km/h
　「富山県津波浸水想定調査報告書（H29.2）」
　より算定
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例：３ｍから５ｍの間の津波が予想されたら「予想される津波の高さは５ｍ」と発表します

●津波は沿岸の地形などの影響により局所的に予想より高くなる場合があります。より高い場所を目指して避難しましょう。
●マグニチュード8を超える巨大地震の場合は、正しい地震の規模をすぐには把握できないため、その海域における最大級の津波を想定して、大津
　波警報や津波警報を発表します。
●地震発生後、予想される津波の高さが20㎝未満で被害の心配が無い場合、または津波注意報の解除後も海面変動が継続する場合には、｢津波予報
　（若干の海面変動）｣を発表します。
●大津波警報は特別警報に位置づけられます。命を守るために情報の収集に努めてください。

巨大地震の
場合の表現

数値での発表
（発表基準）

浸水深の見方
  

津波発生時に予想される水深を色別で表しています。

※1 津波高と被害程度（首藤1992）
※2 人命損失と津波高（河田、平成9年）

約220m

津波を知る 津波警報・注意報の分類と、とるべき行動

災害情報の入手方法

浸水深と危険度

津波発生の仕組み

5分で歩ける距離

津波の特徴

　

　

①地震により海底・海面が
　隆起・沈降

② 海面波動が大きな波と
なって四方八方へ伝わり、
沿岸をおそいます。

　海底の地下の浅い所で大きな地震が起こる
と、断層の運動により海底の地盤が隆起したり
沈降したりします。この海底の変形に伴って海
面が変動し、津波の原因となります。

沖合ではジェット機並み
　津波は沖合ではジェット機速度に匹敵
し、陸上ではオリンピックの短距離選手並
みの速さです。人が走って逃げ切れるもの
ではありません。

2波、3波と繰り返す
　津波は繰り返しおそってきます。
第2波、3波の方が大きくなる可能性が高
いです。

津波の高さは想像以上
　津波の高さは海岸の地形などに大きく
左右されます。

恐るべき津波の破壊力
　津波は海底地盤の上下による海水全
体の動きのため、海底から海面までの全て
の海水が巨大な水のかたまりとなって海岸
に押し寄せ、その破壊力はすさまじいものと
なります。また、引き波も長時間にわたり引
き続けるために、家屋などが一気に海中へ
と引き込まれてしまいます。

引き潮が無くても来る
　地震の起こり方や、震源付近の地形
によっては引き潮が起こらないこともあ
ります。

左のイラストは、国土交通省「水害ハザードマップ作成
の手引き」、消防庁「津波災害予測マニュアル」を参考
に設定。

浸水深／
具体的な被害等

4m以上
沿岸集落被害率、漁船
被害率50％ ※1  

2m以上
沿岸集落に被害が発生、
木造家屋は全面破壊、
漁船にも被害発生 ※1、
死者増加 ※2  

1～2m
木造家屋部分的破壊

【 氷見市 】 避難準備・高齢者等避難開始 避難指示（緊急）避難勧告

緊急速報メール
（エリアメール）

各種
報道機関

（テレビ・ラジオなど）

防災行政
有線放送

防 災 行 政 無 線

氷見市お知らせメール（防災）登 録 制
氷見市お知らせメールの「防災メールマガジン」では大雨、洪水、土砂
災害等の気象警報や避難勧告等の情報を配信しています。
携帯電話やスマートフォンから右記登録用アドレスもしくはQRコードを
読み込み、登録手続きをお願いします。

※迷惑メール設定を行っている場合は、「himi-city@e.bme.jp」
　からの受信を許可する設定をお願いします。

QRコード登録用アドレス

http://www.city.himi.toyama.jp/hp/
shisei/kouhou/website/mail

0180－99－7777
※通話料が掛かります

〈テレホンサービス〉

氷見市緊急・防災情報
http://www.city.himi.toyama.jp/hp/departmentTop/toshikeiei/bousai/kinkyubousai

富山防災WEB
http://www.bousai.pref.toyama.jp/

パレット富山（国土交通省富山河川国道事務所のホームページ）
http://www.hrr.mlit.go.jp/toyama/

津波の危険が高まった際には、市内133箇所に設置したスピー
カーを通して緊急情報を一斉に伝達します。放送内容が聞き取れ
なかった場合はテレホンサービス、市のホームページ及び氷見市
お知らせメール（登録者のみ）、能越ケーブルテレビの092チャン
ネルでも確認することができます。

インターネット

予想される津波の高さ

　気象庁では津波による災害の発生が予想される場合に、地震発生後、約３分で大津波警報、津波警報または津波
注意報を発表します。その後、「予想される津波の高さ」、「津波の到達予想時刻」等の情報を発表します。

木造家屋が全壊・流失し、人は津波に
よる流れに巻き込まれる。

標高の低いところでは津波が襲い、浸
水被害が発生する。人は津波による
流れに巻き込まれる。

海の中では、人は速い流れに巻き込ま
れる。小型船が転覆する。

沿岸部や川沿いにいる人はただちに
高台や避難ビルなど安全な場所へ避
難してください。

海の中にいる人は、ただちに海から上
がり、 海岸から離れて下さい。
津波注意報が解除されるまで海に入った
り海岸に近付いたりしないでください。

津波は繰り返しおそってくるので津波
警報が解除されるまで安全な場所から
離れないでください。

※東日本大震災の実績
　平均歩行速度2.65km/h
　「富山県津波浸水想定調査報告書（H29.2）」
　より算定



液状化とは…

液状化しやすさマップ

氷見市指定緊急避難場所・指定避難所一覧

（※国土交通省北陸地方整備局・(公社)地盤工学会北陸支部監修データをもとに作成）

　地盤は、地震により激しい震動が加えられると砂粒子の支えあいが崩れて軟弱化し、液体状になります。
このような現象を「液状化現象」と言います。この現象により、建物や電柱が傾いたり沈下したり、地中の下水管や
マンホールの浮き上がりなどの被害が発生します。

　海岸や川沿いの比較的地盤がゆるく（締
め固まっていない）、地下水位が高い砂地
盤などでは、液状化現象が起こる可能性が
ありますので、地震発生時は液状化被害に
も十分ご注意ください。

※富山県内一律のゆれ（震度５強程度）を想定
し、地形条件と地盤のボーリングデータを参照
して大まかな「液状化しやすさの傾向」を判定し
た結果です。詳細については、下記の国土交
通省北陸地方整備局URLをご確認ください。

地震で地盤がゆさぶら
れ、砂の粒同士が離れ
て、水に浮いた状態。

液状化した地盤 地震後
砂などの粒がお互いに
くっついて、その間に水
がある状態。

地震前

http://www.hrr.mlit.go.jp/
ekijoka/

危険度の評価

凡　例

最近の盛土

危険度4：液状化の可能性が高い

危険度3：液状化の可能性がある

危険度2：液状化の可能性が低い

危険度1：液状化の可能性が非常に低い

危険度0：液状化判定対象外地形

液状化現象により、建物（アパートなど）
は傾き、土管やマンホールなど地中に埋
めてあるものが地面に浮き上がる。
バラバラになった砂の粒が沈んで、地面
に水が出てくる。また、地面の裂け目から砂
まじりの水が噴き出すことがある（噴砂）。
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　海岸や川沿いの比較的地盤がゆるく（締
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盤などでは、液状化現象が起こる可能性が
ありますので、地震発生時は液状化被害に
も十分ご注意ください。

※富山県内一律のゆれ（震度５強程度）を想定
し、地形条件と地盤のボーリングデータを参照
して大まかな「液状化しやすさの傾向」を判定し
た結果です。詳細については、下記の国土交
通省北陸地方整備局URLをご確認ください。

地震で地盤がゆさぶら
れ、砂の粒同士が離れ
て、水に浮いた状態。

液状化した地盤 地震後
砂などの粒がお互いに
くっついて、その間に水
がある状態。

地震前

http://www.hrr.mlit.go.jp/
ekijoka/

危険度の評価

凡　例

最近の盛土

危険度4：液状化の可能性が高い

危険度3：液状化の可能性がある

危険度2：液状化の可能性が低い

危険度1：液状化の可能性が非常に低い

危険度0：液状化判定対象外地形

液状化現象により、建物（アパートなど）
は傾き、土管やマンホールなど地中に埋
めてあるものが地面に浮き上がる。
バラバラになった砂の粒が沈んで、地面
に水が出てくる。また、地面の裂け目から砂
まじりの水が噴き出すことがある（噴砂）。
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マップ
番号 施設名 地区名 住　所

対象とする
災害 標高（m）

津波

1
浄光寺

女良地区

中波427-１ ● 6.8

明巌寺 脇６９ ● 8.2

2

長福寺 姿９６１ ● 11.8

旧氷見市女良保育園 中田２８ ○ 11.9

道神社 中田1499 ● 20.8

3

氷見市立灘浦小学校

宇波地区

小境１４２０ ○ 6.1

旧氷見市立灘浦小学校 宇波１１９４ ● 9.7

慈光寺（※マップ2にも掲載） 大境４６３ ● 7.3

氷見市宇波公民館 宇波４０１ ● 4.7

氷見市宇波保育園 宇波３１５３ ● 5.7

脇方自治会館 脇方１７９ ● 6.7

大栄寺 小境３ ● 7.1

うみあかり
（※マップ4にも掲載） 宇波１０-１ ○ 10.9

4 ケアハウス氷見 薮田地区 薮田2058 ○ 4.3

5,6

氷見市立海峰小学校 阿尾地区 阿尾１０１５ ○ 6.5

氷見市ふれあいスポーツセンター 市全域 鞍川４３-１ ○ 54.9

氷見市立南部中学校

朝日丘地区

朝日丘３-１ ○ 25.3

氷見市立朝日丘小学校 朝日丘３-１ ○ 25.3

富山県立氷見高等学校 幸町１７-１ ○ 44.6

氷見市立比美乃江小学校 北部地区 北大町１３-５０ ○ 2.9

氷見市立北部中学校
（※マップ未掲載） 加納地区 加納１３５ ○ 5.1

氷見市稲積公民館
（※マップ未掲載） 稲積地区 稲積１２８１ ● 3.3

朝日山公園
市全域

幸町１６-６ ● 39.5

氷見市役所 鞍川１０６０ ○ 4.3

永芳閣（※マップ4にも掲載）

阿尾地区

阿尾３２５７ ● 19.8

氷見市阿尾保育園 阿尾２６３ ○ 6.3

氷見市阿尾公民館 阿尾１０１５ ○ 6.8

北加納コミュニティセンター

北部地区

加納９７-１ ● 2.9

北大町児童公園 北大町１５-７ ● 3.3

ひみ中央こども舎 栄町１８-８ ○ 3.5

鳳谷院 北大町１５-３５ ● 3.0

くぼつり具店 北大町７-２ □ 2.6

西光寺（※マップ7にも掲載）

朝日丘地区

伊勢大町１-２-７ ● 4.1

伊勢玉神社
（※マップ7にも掲載） 伊勢大町１-９-２３ ● 5.6

氷見駅前広場
（※マップ7にも掲載） 伊勢大町１-１２-１８ ● 3.9

マップ
番号 施設名 地区名 住　所

対象とする
災害 標高（m）

津波

5,6

氷見市教育文化センター

朝日丘地区

本町４-９ ● 3.0

日吉神社 南大町７-２ ● 4.3

氷見市農業会館 朝日丘２-３２ ● 4.2

光照寺 朝日本町４-１３ ● 5.4

蓮乗寺 朝日本町４-２３ ● 7.4

上日寺 朝日本町１６-８ ● 7.7

千手寺 幸町１３-４ ● 22.3

氷見市民舞伝習館 十二町３９９-１ ● 2.8

旧氷見市立朝日丘小学校 朝日丘３-１０ ● 5.7

明慶寺 本町３-２ ○ 3.1

南上公民館 本町１１ ○ 2.7

氷見市上伊勢保育園
（※マップ7にも掲載） 伊勢大町２-１-２４ ● 3.8

伊勢大町車庫駐車場
（※マップ7にも掲載） 伊勢大町２-１-３７ ● 1.7

岩上公民館
（※マップ7にも掲載） 伊勢大町２ ○ 4.0

光禅寺
中央地区

丸の内１-３５ ● 2.3

氷見市いきいき元気館 中央町１２-２１ □ 1.7

7

氷見市立窪小学校

窪地区

窪１２３７ ○ 4.5

常念寺（※マップ6にも掲載） 窪１４０８ ● 5.5

西光寺（※マップ6にも掲載） 窪１４５８ ● 5.6

窪児童公園 窪１６９８ ● 5.1

窪南会館 窪２２８０-１ ○ 4.7

8

氷見市立西條中学校 窪地区 柳田３２２３ ○ 5.5

氷見市立宮田小学校 宮田地区 島尾２５８ ○ 9.3

氷見市西条地区集会場

窪地区

柳田１４３７ ○ 4.2

真福寺 柳田２７６３ ● 4.4

明覚寺 柳田２８１９ ● 4.2

ＪＡ氷見市島尾支所

宮田地区

島尾３９３-２ ○ 5.3

島尾自治公民館 島尾４７５-１ ○ 5.0

宮田学童保育館 島尾１４１７ ● 8.8

覚円寺 島尾１４２０ ● 5.1

福善寺 島尾１９３７ ● 7.4

9

氷見市立十二町小学校

十二町地区

万尾４８５ ○ 2.6

坂津公民館 十二町４２６-１ ● 2.4

願専寺
（※マップ未掲載） 下久津呂８９ ● 2.7

下久津呂公民館
（※マップ未掲載） 下久津呂９４ ○ 2.5

指定避難所○は屋内を避難場所として指定するもの　●は屋外を避難場所として指定するもの（以上 津波災害時）
□は津波浸水区域に立地するが、津波避難ビルとして指定するもの　　　※標高は「地理院地図（電子国土Web）」での計測値



高台へ避難しましょう
強い揺れや長い時間の揺れを
感じたら、津波警報の有無にか
かわらず、揺れが収まったら声
を掛け合って高台へ避難しま
しょう。

海岸や河川から離れましょう
津波は川をさかのぼるため、川
沿いの道や橋を渡って避難する
ことは危険です。警報や注意報
が解除されるまで海岸や河川に
近づくのは絶対にやめましょう。

各自の状況判断で避難しよう
あらかじめ決めた避難場所や避
難経路で安心せずに、周囲の状
況を見ながら自分で判断して避
難しましょう。

逃げ遅れた場合は近くの
堅固な建物の高い所へ

高い場所や避難場所まで避
難する時間がない場合は、
近くの堅固な建物（鉄筋コ
ンクリート造）の高層階へ避
難しましょう。

大きな災害であるほど地域の助け合い
が重要です。日頃から地域の方とコミュ
ニケーションを取り合って、災害時には
避難に時間がかかる災害時要配慮者の
手助けをしましょう。

避難に車は使わない

災害時要配慮者

への避難協力
（お年寄りや自力避難が困難な人）

非常持出品チェックリスト

備蓄品チェックリスト

氏名／施設名 住所 電話番号

緊 急 時 連 絡 先（家族や親せき・知人、職場・学校など）

乳幼児のいる家庭

家族構成に
合わせた
準備を

避難するときにまず最初に持ち出す物です
・リュックサックなどに入れて保管します
・必要なものを動きやすい量だけ準備しましょう

救急医療品
□ 常備薬（持病をお持ちの方は
　 病院から処方された薬）
□ お薬手帳
□ 簡単な救急セット
　（とげ抜き・つめ切り等）
□ ウェットティッシュ

貴重品
□ 現金（10円玉を多めに）　
□ 通帳・印鑑など
□ 健康保険証（または保険証のコピー）

非常食
□ 水（1人1日あたり3リットル）
□ 食料（インスタント食品・缶詰
　 など最低1食分の携帯食）

復旧までの数日間を自活するために最低限必要な
ものです。
・リュックサックなどに入れて保管します
・必要なものを動きやすい量だけ準備しましょう

食料など
□ 水（1人あたり9リットル程度）
□ 食料（缶詰やレトルト食品）
□ 缶切り・ナイフ
□ 紙コップ・紙皿・割り箸・ラップ・アルミホイル
□ カセットコンロ・ガスボンベ　□ 給水用ポリタンク

衣類
□ ヘルメット
□ マスク
□ メガネ（予備用）
□ コンタクトレンズ
　（保存液を含む）

□ 雨具
□ 厚手の手袋・軍手
□ 下着・靴下
□ タオル
□ 生理用品

衣類など
□ 下着類　□ 防寒用ジャケット　□ 衣類　
□ 毛布または寝袋　□ 使い捨てカイロや解熱シップ

日用品
□ ライター
□ ウェットティッシュ
□ トイレットペーパー
□ 簡易トイレ
□ 工具セット　□ ランタン

防災用品
□ 携帯ラジオ
□ 懐中電灯
　（できれば1人に1つ）
□ 乾電池（予備用）

□ 携帯電話の乾電池式充電器
□ ポリ袋
□ レジャーシート
□ ロープ

粉ミルク・ほ乳びん・おむつ・
離乳食・スプーン・
おんぶひもなど

妊婦のいる家庭
脱脂綿・ガーゼ・さらし・T字帯・
新生児用品・母子手帳など

要介護者のいる家庭
おむつ・ティッシュ・携帯用トイレ・
補助具の予備・常備薬・障害者手帳
など

原則として車で避難することは
やめましょう。渋滞に巻き込ま
れ、避難が困難になり、被害を
大きくすることもあります。

氷見市役所（代表、夜間・休日） 74-8100
氷見市地域防災課 74-8021

氷 見 警 察 署 91-0110
氷見市消防本部 74-8300

富山県高岡土木センター
氷見土木事務所 74-0949

金沢医科大学
氷見市民病院 74-1900

氷見市上下水道課 74-8206

防災関係機関 電話番号（0766）

（停電・電気設備に関する問合せ窓口）
北 陸 電 力 0120-837119

※定期的に入れ替え、買い足すなど点検しましょう。

氷見市津波ハザードマップ
日頃から備えよう！津波から身を守るために

避難の心得

保存版 平成30年3月作成

氷見市役所  企画政策部  地域防災課
〒935-8686　富山県氷見市鞍川１０６０番地
http://www.city.himi.toyama.jp/ TEL： 0766-74-8021
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